
下
関

広
島

上
関

福
山

岡
山

松
江

姫
路 兵

庫

山
田

堺

今
治

多
度
津

柴
山

小
浜

敦
賀

浜
田

温
泉
津 下

津
井

萩

小
倉

佐
賀

長
崎

大
坂

京

江
戸

草
津

大
津

奈
良

和
歌
山浦

戸

津
追
分

名
古
屋 小

田
原

下
諏
訪 追

分

前
橋
高
崎

郡
山

福
島

米
沢

山
形

仙
台

桑
折

一
関

新
潟

会
津
若
松

新
発
田

直
江
津 出

雲
崎

寺
泊

伏
木

輪
島

金
石

福
井

三
国

甲
府

新
居浜
松

駿
府

（
府
中
）

鳥
羽

桑
名

彦
根

福
島

碓
氷

白
河

福
浦

小
木

酒
田

秋
田

庄
内

新
庄

土
崎

能
代

深
浦

津
軽

青
森

十
三
湊 八

戸

盛
岡

松
前

江
差 箱

館

宮
古

気
仙
沼
石
巻

荒
浜

平
潟

宇
都
宮

日
光

銚
子

那
珂
湊

小
湊

三
崎

箱
根

小
仏

栗
橋

下
田

中山道

西廻り航路 北国路
北
国
街
道

三
国
街
道

会
津
道

羽
州
街
道

仙
台
・
松
前
道

長崎路

中国路
伊勢路

菱垣・樽廻船航路

東
廻
り
航
路

東海道

甲州街道

奥
州
街
道

一  

近
世
の
公
用
交
通
路

◉
家
康
に
よ
る
街
道
の
整
備
と
在
町
宿
駅
の
発
展

こ
こ
で
近
世
を
、
織し

よ
く

豊ほ
う

政
権
の
安
土
・
桃
山
時
代
と
徳

川
政
権
の
江
戸
時
代
と
を
合
わ
せ
た
も
の
と
す
る
な
ら
ば
、

公
用
交
通
路
の
体
系
も
、
前
代
の
そ
れ
の
延
長
線
上
に
あ

る
と
は
い
え
、
大
幅
な
連
続
的
改
変
に
よ
る
発
展
と
見
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
天
下
統
一
を
め
ざ
す
織
田
信

長
、
そ
の
実
現
者
で
あ
っ
た
豊
臣
秀
吉
は
、
こ
れ
ま
で
の

戦
国
大
名
の
領
国
か
ぎ
り
の
交
通
体
系
（
伝て

ん

馬ま

制
［
＊
１
］
に

代
表
さ
れ
る
）
を
大
き
く
全
国
的
な
も
の
に
拡
張
さ
せ
た
。

し
か
し
、
そ
れ
は
依
然
と
し
て
、
古
代
以
来
の
伝
統
的
な

京
畿
中
心
の
交
通
体
系
の
枠
組
か
ら
外
れ
る
も
の
で
は
な

か
っ
た
。

こ
れ
を
突
き
く
ず
し
た
の
が
、
徳
川
家
康
で
あ
る
。
彼

は
天
正
18
（
1
5
9
0
）
年
秀
吉
の
転て

ん

封ぽ
う

策
を
う
け
て
、

江
戸
中
心
の
関
東
領
国
経
営
に
専
心
す
る
こ
と
に
な
る
が
、

そ
れ
は
後
の
五
街
道
の
原
型
を
形
成
す
る
時
期
で
も
あ
っ

た
。
ま
ず
、
関
東
領
国
の
境
界
に
は
、
東
海
道
の
箱
根
、

中な
か

山せ
ん

道ど
う

の
碓う

氷す
い

、
奥お

う

州し
ゆ
う

街
道
（
の
ち
に
日
光
道
中
も
）
の
栗

橋
、
甲
州
街
道
（
の
ち
甲
州
道
中
）
の
小こ

仏ぼ
と
け

な
ど
重
要
関

所
が
配
置
さ
れ
、
領
国
内
の
各
街
道
宿し

ゆ
く

駅え
き

も
江
戸
〜
各

関
所
間
で
創
出
、
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
。

こ
れ
は
秀
吉
の
没
後
、慶
長
5
（
1
6
0
0
）
年
の
関
ヶ

原
の
戦
を
経
て
、
大
き
く
変
貌
す
る
。
東
海
道
は
そ
の
翌

6
年
、
京
都
ま
で
延
長
さ
れ
て
東
海
道
宿
駅
（
伝
馬
）
制

の
実
施
を
見
（
の
ち
五
十
三
次
）、
中
山
道
も
同
七
年
に
東

海
道
草
津
ま
で
延
び
（
の
ち
六
十
七
次
）、
奥
州
街
道
は
宇

都
宮
か
ら
白
河
へ
（
の
ち
奥
州
道
中
）
と
日
光
鉢は

つ

石い
し

へ
（
の

ち
日
光
道
中
）、
さ
ら
に
甲
州
街
道
も
同
九
年
以
降
は
上か

み

諏す

訪わ

へ
と
延
長
さ
れ
た
。
ま
た
、
関
所
も
東
海
道
は
荒
井

（
今い

ま

切き
り

、
新
居
）、
中
山
道
は
木
曽
福
島
と
い
う
ふ
う
に
、

徳
川
勢
力
圏
の
拡
大
と
と
も
に
配
置
範
囲
が
ひ
ろ
が
り
、

元
和
元
（
1
6
1
5
）
年
の
大
坂
夏
の
陣
後
は
、
東
海
道

は
徳
川
氏
の
所
領
と
な
っ
た
大
坂
城
下
ま
で
延
長
さ
れ

（
五
十
七
次
）、
幕
府
の
関
所
も
畿
内
近
傍
ま
で
増
加
す
る
。

こ
う
し
て
、
五
街
道
は
本
州
中
央
部
に
拡
伸
し
、
そ
れ

以
外
の
脇わ

き

街か
い

道ど
う

も
五
街
道
の
付
属
街
道
に
編
入
さ
れ
る
も

の
が
相
つ
い
だ
。
東
海
道
に
は
佐さ

屋や

路じ

（
熱
田
〜
桑
名
）・

本ほ
ん

坂さ
か

通ど
お
り

（
浜
松
〜
御ご

油ゆ

）、
中
山
道
に
は
美み

濃の

路じ

（
熱
田
〜

垂
井
）、
日
光
道
中
に
例れ

い

幣へ
い

使し

道ど
う

（
今い

ま

市い
ち

〜
中
山
道
倉く

ら

賀が

野の

）・
壬み

生ぶ

通ど
お
り

（
小
山
〜
今
市
）・
日
光
御お

成な
り

道み
ち

（
幸
手
〜
本

郷
追
分
）・
水
戸
佐
倉
道
（
千
住
〜
八
幡
、
松
戸
）
が
付
属
し

た
。
近
世
後
期
に
は
、
東
海
道
伏
見
と
中
国
路
西
宮
と
を

結
ぶ
脇
街
道
の
山
崎
道
以
下
も
、
付
属
街
道
に
格
上
げ
さ

れ
る
。

五
街
道
と
そ
の
付
属
街
道
は
、
人じ

ん

馬ば

継つ
ぎ

立た
て

（
伝
馬
役
）

の
負
担
面
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
宿
駅
や
こ
れ
を
補
完
す
る
都

市
の
助す

け

町ま
ち

［
＊
2
］
と
郷
村
の
助す

け

郷ご
う

［
＊
3
］
と
を
包
摂
し
た
、

本
州
中
央
部
の
広
域
地
帯
を
は
し
る
幹
枝
の
道
で
あ
っ
た
。

そ
れ
だ
け
に
、
江
戸
幕
府
の
大お

お

目め

付つ
け

（
大
名
監
察
）
と
勘

定
奉
行
（
財
政
担
当
）
と
を
兼
任
す
る
道
中
奉
行
が
、
交

通
関
係
の
行
政
名
目
で
ス
ト
レ
ー
ト
に
在
地
支
配
す
る
、

地
政
上
で
も
最
重
要
の
地
域
で
あ
る
。
そ
れ
は
幕
府
権
力

が
、
こ
れ
ら
広
域
の
街
道
宿
駅
・
郷
村
と
そ
の
住
民
を
、

在
地
権
力
（
大
名
・
旗
本
ほ
か
）
の
掣せ

い

肘ち
ゆ
う

を
排
除
し
て
直
接

支
配
す
る
場
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
天て

ん

領り
よ
う

・
譜

代
藩
・
親
藩
を
配
置
し
、
要
衝
の
地
点
に
は
各
城
下
町
・

関
所
・
口く

ち

留ど
め

番ば
ん

所し
よ

［
＊
4
］
以
下
を
お
く
な
ど
、
単
な
る
交

通
機
能
に
か
ぎ
ら
ず
、
政
治
・
軍
事
・
経
済
・
情
報
の
諸

機
能
を
十
全
に
発
揮
で
き
る
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
た
。

五
街
道
・
付
属
街
道
の
延
長
線
上
か
、
そ
の
途
中
で
分

岐
す
る
広
義
の
幹
線
を
脇
街
道
と
か
脇わ

き

往お
う

還か
ん

と
呼
び
、
そ

れ
よ
り
さ
ら
に
分
岐
す
る
中
・
小
道
を
脇わ

き

道み
ち

、
横よ

こ

道み
ち

な
ど

と
い
う
。
そ
の
代
表
的
な
も
の
に
、
東
海
道
の
終
着
地
大

坂
の
延
長
上
に
は
中
国
路じ

と
長
崎
路
（
西
国
路
）
が
、
ま

た
奥
州
道
中
白
河
の
延
長
と
し
て
奥
州
街
道
（
仙
台
・
松

前
道
）
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
脇
街
道
で
あ
り
な
が
ら
、
幕

府
が
全
国
支
配
を
実
現
・
維
持
す
る
上
で
の
、
日
本
列
島

（
蝦え

夷ぞ

地
〜
本
州
〜
九
州
）
上
の
最
重
要
幹
線
（
天
下
道
）
で

あ
っ
た
。
こ
の
ほ
か
に
も
本
州
に
は
、
幕
府
が
佐
渡
金
山

と
連
絡
す
る
た
め
の
佐
渡
路
（
会
津
道
・
三
国
街
道
・
北
国

街
道
）
や
羽
州
街
道
・
北
国
路
・
伊
勢
路
そ
の
他
が
あ
り
、

四
国
・
九
州
で
も
主
な
脇
街
道
と
そ
の
分
岐
道
が
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
主
な
脇
街
道
の
線
上
に
点
在
す
る
領
国
的
な

大
藩
で
は
、
城
下
町
中
心
の
「
ミ
ニ
五
街
道
」
的
な
幾
筋

か
の
脇
道
、
そ
こ
に
並
ぶ
在ざ

い

町ま
ち

宿し
ゆ
く

駅え
き

［
＊
5
］
群
が
放
射
状

な
い
し
網
の
目
状
を
呈
し
、
そ
れ
が
藩
領
域
市
場
の
成
立

を
促
進
す
る
か
た
ち
で
、
地
域
色
豊
か
な
藩
社
会
を
つ
く

り
出
し
て
い
た
。
こ
こ
で
は
、
脇
街
道
の
宿
駅
機
能
の
ひ

と
つ
人
馬
継
立
業
務
も
、「
天
下
送
り
」（
幕
府
関
係
の
運

送
）
と
「
御
国
送
り
」（
藩
の
役
人
や
財
貨
の
運
送
）
と
で
構

成
さ
れ
、
こ
れ
を
在
地
権
力
が
管
掌
し
た
。
そ
れ
は
幕
府

権
力
に
と
っ
て
、
街
道
コ
ー
ス
の
変
更
や
人
馬
賃
銭
の
許

認
可
権
の
み
を
勘
定
奉
行
が
に
ぎ
り
、
そ
の
ほ
か
は
関
与

し
な
い
と
い
う
間
接
支
配
で
も
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、
右

の
許
認
可
権
の
行
使
を
通
じ
て
遠
隔
地
の
外と

様ざ
ま

大
藩
の
財

政
支
出
な
ど
を
遠
隔
操
作
で
き
た
こ
と
は
、
幕
藩
制
国
家

の
支
配
構
造
と
特
質
を
よ
く
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
見
れ
ば
、
五
街
道
・
脇
街
道
と
も
公
用
交
通
路
そ
の

も
の
で
あ
り
、
そ
こ
で
の
私
用
交
通
は
当
初
こ
れ
に
付
随

す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

江戸時代の主要航路・街道

五街道

航路

脇街道

三都

城下町

その他

幕府直轄要地

関所

電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
近
代
的
な
情
報
通
信
手
段
を
も
た
な
い
近
世
に
お
い
て
、

情
報
流
通
は
幕
府
の
整
備
し
た
公
用
交
通
路
を
利
用
し
て
お
こ
な
わ
れ
、

政
治
の
み
な
ら
ず
商
業
や
文
化
の
情
報
を
も
伝
播
し
て
い
っ
た
。

近
世
の
公
用
交
通
路
の
成
立
と
情
報
の
伝
達
の
様
子
を
た
ど
り
、

情
報
通
信
手
段
が
発
達
し
た
現
在
に
お
い
て
も
学
び
う
る
視
点
を
探
る
。

近
世
の
公
用
交
通
路
と
情
報
の
伝
達

丸
山
雍
成

M
aruyam

a Yasunari

ま
る
や
ま
・
や
す
な
り

1
9
3
3
年
、
熊
本
県
生
ま
れ
。
歴
史
学
者
。
九
州
大
学

名
誉
教
授
。
専
門
は
日
本
近
世
史
、
交
通
史
。
日
本
学
士

院
賞
受
賞
。
主
な
著
書
に
﹃
近
世
宿
駅
の
基
礎
的
研
究
﹄

﹃
日
本
近
世
交
通
史
の
研
究
﹄﹃
封
建
制
下
の
社
会
と
交
通
﹄

﹃
邪
馬
台
国
魏
使
が
歩
い
た
道
﹄﹃
参
勤
交
代
﹄
な
ど
。
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◉
幕
府
の
海
運
政
策
と
商
品
・
情
報
の
流
通

近
世
の
水
上
交
通
に
は
、
海
上
・
河
川
・
湖
上
の
各
交

通
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
こ
の
う
ち
海
上
交
通
は
「
鎖
国
」

制
の
下
、
日
本
列
島
の
沿
岸
海
運
が
中
心
で
、
大
坂
・
江

戸
の
二
元
的
海
運
が
展
開
し
た
と
い
わ
れ
る
。
そ
れ
は
幕

府
城
米
・
大
名
蔵
米
な
ど
の
大
坂
・
江
戸
へ
の
海
上
輸
送

を
全
国
的
規
模
で
発
達
さ
せ
た
が
、
そ
こ
に
は
陸
地
の
中

小
都
市
（
城
下
町
・
陣じ

ん

屋や

町
［
＊
6
］・
在
町
宿
駅
）
や
港
湾
都

市
と
、
三
都
（
大
坂
・
京
都
・
江
戸
）
と
を
結
ぶ
商
品
流
通

や
情
報
伝
達
な
ど
の
一
大
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
、
機
能

す
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
う
し
た
海
運
の
発
展
に
寄
与
し
た
の
が
、
江
戸
幕
府

の
海
運
政
策
で
あ
る
。
河
村
瑞ず

い

賢け
ん

［
＊
7
］
は
、
そ
の
下か

命め
い

に
よ
り
寛
文
10
（
1
6
7
0
）
年
東
廻
り
海
運
（
出
羽
〜
津

軽
海
峡
〜
房
総
半
島
〜
江
戸
）、
同
十
二
年
に
は
西
廻
り
海

運
（
出
羽
〜
下
関
〜
瀬
戸
内
海
〜
大
坂
〜
紀
伊
半
島
〜
遠え

ん

州し
ゆ
う

灘な
だ

〜
相
模
灘
〜
江
戸
）
を
刷
新
し
て
、
幕
領
米
の
江
戸
直
送

を
は
か
っ
た
が
、
こ
れ
は
諸
大
名
の
蔵
米
輸
送
は
も
と
よ

り
一
般
的
な
商
品
輸
送
体
系
に
ま
で
大
き
な
影
響
を
お
よ

ぼ
し
た
。
特
に
、
江
戸
〜
大
坂
間
の
太
平
洋
側
で
は
、
生

活
必
需
品
な
ど
の
輸
送
か
ら
出
発
し
た
菱ひ

垣が
き

廻
船
［
＊
8
］

や
酒
荷
専
用
の
樽
廻
船
も
、
江
戸
十と

組く
み

問
屋
［
＊
9
］
や
大

坂
二
十
四
組
問
屋
［
＊
10
］
な
ど
の
仲
間
結
成
と
と
も
に
発

展
、
変
転
を
み
た
。
他
方
、
日
本
海
側
で
は
、
蝦
夷
地
と

大
坂
な
ど
を
結
ぶ
北き

た

前ま
え

船ぶ
ね

が
活
動
し
た
が
、
特
に
瀬
戸
内

海
は
諸
国
の
地
廻
り
廻
船
が
集
中
す
る
と
こ
ろ
で
、
か
つ

て
幕
府
の
城
米
や
諸
大
名
の
蔵
米
お
よ
び
参
勤
交
代
の
大

名
荷
物
の
輸
送
引
き
受
け
か
ら
出
発
し
た
民
間
の
商
船
が
、

自
己
ま
た
は
委
託
荷
物
の
販
売
目
的
を
中
心
と
し
て
、
全

国
海
運
に
雄
飛
す
る
も
の
も
出
現
し
た
。
九
州
・
四
国
や

中
国
の
瀬
戸
内
海
沿
岸
の
大
名
は
、
参
勤
交
代
に
藩
船
を

利
用
す
る
こ
と
が
多
く
、
ま
た
民
衆
も
海
上
乗
合
船
で
遠

隔
地
旅
行
や
社
寺
参
詣
を
し
た
。
一
方
、
東
海
道
で
は
、

大
名
の
参
勤
交
代
に
熱あ

つ

田た

〜
桑
名
間
の
七
里
渡
し
、
舞
坂

〜
新
居
間
の
今い

ま

切ぎ
れ

の
渡
し
は
海
路
利
用
と
な
る
が
、
民
衆

も
こ
れ
に
乗
船
、
ま
た
伊
勢
参
詣
に
は
吉
田
城
下
の
港こ

う

津し
ん

か
ら
伊
勢
の
川
崎
・
大お

お

湊み
な
と

ま
で
海
路
を
利
用
す
る
者
も
多

か
っ
た
。

関
東
平
野
の
江
戸
城
米
や
大
名
蔵
米
は
、
陸
上
輸
送
よ

り
も
多
く
は
利と

根ね

川が
わ

・
荒あ

ら

川か
わ

な
ど
の
川
船
に
よ
っ
て
搬
入

さ
れ
た
が
、
興
味
深
い
の
は
両
川
と
も
商
品
運
送
の
ほ
か
、

一
般
旅
客
を
川
船
に
乗
せ
て
江
戸
な
ど
へ
運
送
し
た
こ
と

で
あ
る
。
こ
れ
は
街
道
宿
駅
へ
の
宿
泊
者
を
減
少
さ
せ
る

と
の
激
し
い
反
対
も
あ
り
、
夜
船
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い

る
。
九
州
の
豊ぶ

ん

後ご

佐さ

伯え
き

・
臼う

す

杵き

藩
主
な
ど
は
内
陸
部
で
川

船
の
み
を
利
用
、
肥ひ

後ご

人ひ
と

吉よ
し

藩
主
も
当
初
は
山
路
を
日ひ

ゆ
う
が向

灘な
だ

へ
む
か
っ
た
り
し
た
が
、
寛
文
5
（
1
6
6
5
）
年
同

藩
商
人
に
よ
る
急
流
の
球く

磨ま

川が
わ

開
削
の
成
功
後
は
、
八や

つ

代し
ろ

の
不し

ら

ぬ

い

知
火
海か

い

ま
で
川
船
で
く
だ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ

は
商
品
流
通
兼
用
で
あ
り
、
川
船
に
お
い
て
も
政
治
・
経

済
関
係
の
情
報
交
換
は
随
時
お
こ
な
わ
れ
た
。

二  

公
用
通
行
を
め
ぐ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

◉
陸
上
交
通
路
の
主
要
通
信
手
段
―
―
飛
脚

一
般
に
、
陸
上
交
通
路
に
お
け
る
情
報
、
特
に
通
信
機

能
は
、
飛
脚
や
手
旗
信
号
、
烽の

ろ

し火
（
狼
煙
）
に
よ
っ
て
お

こ
な
わ
れ
た
。
ま
ず
、
織
豊
政
権
下
、
特
に
豊
臣
秀
吉
は
、

朝
鮮
侵
略
の
本
陣
で
あ
る
肥ひ

前ぜ
ん

名な

護ご

屋や

城
と
大
坂
・
京
都

と
の
通
信
・
輸
送
路
を
確
保
す
る
た
め
、
陸
・
海
2
コ
ー

ス
の
駅
制
を
施
行
し
た
。
い
わ
ゆ
る
継つ

ぎ

舟ぶ
ね

・
継つ

ぎ

飛び

脚き
や
く

制

の
実
施
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
継
舟
・
継
飛
脚
は
、
豊
臣
氏

の
奉
行
・
舟
奉
行
が
現
地
近
辺
の
船
子
・
農
民
を
使
役
し

て
、
逓て

い

送そ
う

業
務
を
遂
行
し
た
。
こ
の
継
飛
脚
で
は
1
里
に

つ
き
2
人
を
配
し
た
が
、
奥お

う

羽う

平
定
に
先
だ
ち
江
戸
〜
宇

都
宮
間
で
も
一
里
飛
脚
を
お
い
た
と
い
う
。
秀
吉
は
、
そ

の
朱
印
状
［
＊
11
］
を
一
城
ご
と
に
将
士
に
送
付
さ
せ
た
が
、

そ
の
ほ
か
各
宿
駅
に
も
逓て

い

送そ
う

方が
た

を
命
じ
て
い
る
。

こ
の
当
時
、
京
都
で
は
、
御
次
（
継
）
飛
脚
ま
た
は
馬ば

借し
や
く

が
御
用
飛
脚
業
を
つ
と
め
た
が
、
大
坂
・
奈
良
・
大

津
・
丹
波
・
越
前
・
加
賀
・
伊
勢
・
姫
路
・
高
野
・
敦つ

る

賀が

・
美
濃
・
播
磨
を
冠
称
す
る
各
飛
脚
業
者
が
京
都
中
心

に
形
成
さ
れ
た
よ
う
で
、
こ
れ
を
徳
川
政
権
下
の
飛
脚
業

者
の
先せ

ん

蹤し
よ
う

と
み
る
説
も
あ
る
。
も
っ
と
も
、
徳
川
家
康
の

関
東
入
国
を
始
源
と
す
る
江
戸
幕
府
の
継
飛
脚
は
、
関
ヶ

原
の
戦
後
の
五
街
道
宿
駅
制
の
な
か
に
包
摂
さ
れ
て
い
る

が
、
寛
永
10
（
1
6
3
3
）
年
の
継
飛
脚
給
米
の
各
宿
駅

へ
の
下か

付ふ

を
契
機
と
し
て
制
度
的
に
確
立
し
た
。
そ
れ
は

将
軍
の
朱
印
状
や
、
幕
府
の
老
中
・
道
中
奉
行
そ
の
他
の

役
職
者
の
証
文
に
よ
る
御
用
状
を
沿
道
の
町
・
村
、
後
に

は
宿
駅
が
順
次
逓
送
す
る
も
の
で
、
こ
の
範
囲
は
江
戸
を

中
心
に
京
都
・
大
坂
・
駿
府
以
下
、
西
は
長
崎
、
北
は
蝦

夷
地
に
ま
で
お
よ
ぶ
。
こ
の
場
合
、
宿
駅
の
問
屋
・
名

主
・
本
陣
宅
な
ど
が
御
継
所
と
な
り
、
問
屋
ら
宿
役
人
が

零
細
貧
困
な
人
足
に
継
飛
脚
の
仕
事
を
請
け
負
わ
せ
て
、

御ご

状じ
よ
う

箱は
こ

持も
ち

・
御
書
飛
脚
・
飛
脚
番
等
々
と
呼
び
、
諸
用

経
費
は
継
飛
脚
給
米
を
あ
て
た
。
こ
れ
に
は
大
急
御
用
・

中
急
御
用
・
常じ

よ
う

躰た
い

の
別
が
あ
り
、
江
戸
〜
京
都
間
を
最
急

便
が
2
日
半
〜
3
日
、
4
日
・
5
日
で
走
行
、
幕
府
は
渡

河
優
先
・
夜
通
し
継
立
・
夜
間
関
所
通
過
な
ど
の
特
権
を

あ
た
え
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
諸
大
名
は
参
勤
交
代
制
の
下
、
江
戸

の
藩
邸
、
大
坂
の
蔵
屋
敷
、
封
地
の
居
城
や
領
内
各
地
と

の
連
絡
を
密
に
す
る
た
め
独
自
の
飛
脚
を
お
い
た
。
こ
の

う
ち
名
古
屋
・
和
歌
山
・
福
井
・
津
山
・
松
江
・
高
松
・

川
越
・
姫
路
な
ど
御
三
家
以
下
の
親
藩
が
本
国
〜
江
戸
間

を
連
絡
す
る
も
の
を
七
里
飛
脚
と
呼
ぶ
（
う
ち
、
姫
路
は

譜
代
藩
で
特
例
）。
例
え
ば
、
名
古
屋
藩
の
場
合
、
名
古
屋

東海道五十三次之内 庄野人馬宿継之図
歌川広重画
庄野宿の問屋場の様子。帳付役が書類を確認し、馬士・人足たちが荷物を新しい馬に積み替えている。
所蔵／中山道広重美術館

東海道五十三次之内 平塚 縄手道
歌川広重画
平塚宿近くの東海道の縄手道（田の間の道）を目的地へ急ぐ早飛脚などが行き交う。
所蔵／知足美術館

〜
江
戸
間
に
御
継
所
18
ヵ
所
を
7
里
ご
と
に
設
け
、
下
級

藩
士
の
中
間
3
人
ず
つ
を
配
置
し
て
、
藩
用
の
御
用
状
・

荷
物
な
ど
の
逓
送
に
あ
た
ら
せ
た
。
一
般
的
な
大
名
飛
脚

の
例
で
は
、
鳥
取
藩
の
場
合
、
江
戸
〜
鳥
取
間
を
往
復
す

る
御
飛
脚

0

0

0

、
参
勤
交
代
の
大
名
行
列
よ
り
江
戸
・
鳥
取
へ

報
知
す
る
御
道
中
飛
脚

0

0

0

0

0

、
鳥
取
・
倉
吉
・
米
子
そ
の
他
へ

連
絡
す
る
領
内
飛
脚

0

0

0

0

が
あ
る
が
、
こ
れ
は
他
藩
と
も
共
通

し
て
い
た
。
福
岡
藩
で
は
、
足
軽
2
人
が
1
組
と
な
り
、

江
戸
〜
福
岡
間
を
10
〜
11
日
（
大
早
）
便
・
13
日
便
・
15

日
便
で
連
絡
し
て
い
る
。

町
飛
脚
は
、
江
戸
の
定じ

よ
う

飛び

脚き
や
く

、
京
都
の
順
番
飛
脚
、
大

坂
の
三
度
飛
脚
が
有
名
で
、
寛
永
19
（
1
6
4
2
）
年
江

戸
・
京
都
の
町
人
が
申
し
あ
わ
せ
て
10
里
ご
と
に
飛
脚
宿

を
定
め
て
運
用
し
、
大
坂
の
飛
脚
が
江
戸
へ
進
出
し
た
の

も
寛
永
年
間
だ
と
い
う
。
も
っ
と
も
、
そ
の
成
立
は
、
先
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の
豊
臣
政
権
の
と
き
の
京
都
・
大
坂
以
下
、
各
地
の
飛
脚

業
者
の
通
信
網
が
先
蹤
だ
っ
た
よ
う
で
、
こ
れ
が
三
都
の

そ
れ
を
中
心
に
発
達
、
各
地
方
と
の
関
係
を
深
め
た
と
み

る
べ
き
だ
ろ
う
。
こ
の
う
ち
、
定
飛
脚
問
屋
は
、
寛
文
4

（
1
6
6
4
）
年
京
都
二
条
城
・
大
坂
城
内
の
各
番
衆
が
、

こ
れ
ま
で
江
戸
へ
月
三
度
往
復
さ
せ
て
き
た
三
度
飛
脚
を

請
け
負
い
、「
御
用
飛
脚
」
の
名
目
で
宿
駅
人
馬
の
提
供

を
う
け
て
、
城
番
衆
以
外
の
一
般
商
用
の
分
を
ふ
く
め
た

飛
脚
と
し
て
、
経
営
を
独
立
さ
せ
た
。
18
世
紀
ご
ろ
の
三

度
飛
脚
仲
間
は
江
戸
・
京
都
・
大
坂
に
31
軒
の
問
屋
を
数

え
、
東
海
道
な
ど
に
は
飛
脚
取
次
所
が
お
か
れ
た
。

定
飛
脚
問
屋
の
著
名
な
も
の
に
、
大
坂
屋
・
十
七
屋
・

伏
見
屋
・
和
泉
屋
・
京
屋
・
嶋
屋
な
ど
が
あ
る
。
そ
の
支

店
網
は
、
後
二
者
の
例
の
よ
う
に
生き

糸い
と

・
絹
織
物
の
生
産

地
、
上こ

う
ず
け野
・
下し

も
つ
け野
・
甲
斐
か
ら
奥
州
に
お
よ
ん
だ
が
、
さ

ら
に
北
は
箱
館
、
南
は
長
崎
な
ど
全
国
に
拡
大
し
、
書

状
・
現
金
・
為
替
・
荷
物
な
ど
を
逓
送
、
現
代
の
郵
便
局

の
前
身
的
役
割
を
果
た
す
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
大
名
家

に
出
入
り
し
て
用よ

う

達た
し

を
し
、
参
勤
交
代
時
の
荷
物
運
送
の

人
足
を
提
供
す
る
も
の
に
、
通
日
雇
請
負
人
が
お
り
、
そ

の
仲
間
を
江
戸
上
下
飛
脚
六
組
（
上
下
飛
脚
屋
）
と
呼
ん
だ
。

こ
れ
は
定
飛
脚
問
屋
へ
飛
脚
を
提
供
す
る
下
請
的
存
在

だ
っ
た
の
が
独
立
し
た
も
の
で
、
当
然
な
が
ら
定
飛
脚
と

紛
争
を
生
じ
た
。
飛
脚
の
な
か
に
は
、
か
わ
ら
版
を
出
し

た
り
、
米
相
場
を
報
知
し
た
り
す
る
者
、
遊
郭
な
ど
と
関

係
の
あ
る
文
使
や
町
使
な
ど
が
い
た
り
し
、
飛
脚
が
情
報

通
信
に
果
た
し
た
役
割
は
大
き
い
。

◉
「
鎖
国
」
下
の
海
外
情
報
収
集

「
鎖
国
」
体
制
下
の
幕
府
に
と
っ
て
、
海
外
情
報
に
大
き

な
関
心
が
払
わ
れ
た
の
は
当
然
で
あ
る
。
そ
の
代
表
が
、

長
崎
出で

島じ
ま

か
ら
発
せ
ら
れ
る
『
阿お

蘭ら
ん

陀だ

風ふ
う

説せ
つ

書が
き

』
で
、
こ

れ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
イ
ン
ド
（
ジ
ャ
カ
ル
タ
を
ふ
く
む
）・

中
国
の
各
風
説
の
3
部
か
ら
な
る
が
、
そ
れ
以
外
の
世
界

の
多
岐
に
わ
た
る
情
報
も
ふ
く
ま
れ
る
。
近
世
末
期
に
は
、

定
型
化
さ
れ
な
い
『
別
段
風
説
書
』、
そ
れ
に
唐と

う

通つ
う

詞じ

［
＊

12
］
を
媒
介
と
す
る
『
唐
風
説
書
』
も
書
か
れ
た
が
、
こ

れ
ら
は
通
詞
仲
間
な
ど
を
経
由
し
て
幕
閣
の
ほ
か
諸
大

名
・
公
家
そ
の
他
に
ひ
ろ
ま
っ
た
。
特
に
西
南
大
名
な
ど

は
長
崎
の
蔵
屋
敷
に
聞き

き

役や
く

［
＊
13
］
を
配
置
し
て
、
国
内
外

の
情
報
収
集
に
努
め
た
が
、
江
戸
参
府
途
中
の
オ
ラ
ン
ダ

商
館
長
や
そ
の
一
行
か
ら
も
海
外
の
知
識
や
情
報
が
知
識

人
・
民
衆
に
も
た
ら
さ
れ
、
ま
た
日
本
国
内
の
諸
情
報
が

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
伝
播
し
て
い
っ
た
。

こ
う
し
た
情
報
伝
達
の
ル
ー
ト
は
、
陸
上
の
主
要
街
道

（
長
崎
路
〜
中
国
路
〜
東
海
道
・
中
山
道
）
の
諸
飛
脚
の
み
な

ら
ず
、
海
上
航
路
（
玄
界
灘
〜
瀬
戸
内
海
）
の
飛
脚
船
を
も

利
用
し
た
。
後
者
は
、
公
私
を
と
わ
ず
連
絡
に
急
を
要
す

る
と
き
、
日
和
・
風
向
も
無
視
し
て
艪ろ

走そ
う

と
帆は

ん

走そ
う

を
交
え

て
急
行
す
る
も
の
で
、
瀬
戸
内
海
以
外
の
各
港
津
に
も
存

在
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
河
川
の
小
船
に
よ
る
急
便
も
み
ら

れ
る
。
異
国
船
の
接
近
・
漂
着
な
ど
の
際
は
、
九
州
・
四

国
・
本
州
の
海
辺
諸
藩
は
、
遠と

お

見み

番
所
［
＊
14
］・
津つ

口ぐ
ち

番

所
・
船
番
所
・
火
立
場
（
烽
火
台
）
な
ど
を
設
け
て
、
藩

庁
へ
報
知
さ
せ
、
さ
ら
に
大
坂
城
代
な
い
し
江
戸
城
へ
連

絡
す
る
の
を
常
と
し
た
。

◉
大
坂
・
堂
島
の
米
相
場
の
影
響

三
都
な
ど
巨
大
都
市
や
中
小
都
市
（
中
小
城
下
町
・
陣
屋

町
ほ
か
）、
街
道
宿
駅
や
主
要
な
街
村
に
は
高
札
が
立
て

ら
れ
、
幕
府
や
諸
大
名
の
基
本
的
な
政
令
・
禁
制
公
布
の

場
と
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
政
治
支
配
を
主
眼
と
す
る
も
の

で
あ
る
。
一
方
、
巨
大
都
市
は
全
国
的
商
品
流
通
の
ヒ
ン

タ
ー
ラ
ン
ド
［
＊
15
］
で
も
あ
り
、
特
に
大
坂
は
日
本
列
島

の
各
地
か
ら
厖
大
な
量
の
米
穀
以
下
の
商
品
が
諸
大
名
の

蔵
屋
敷
な
ど
に
集
中
す
る
関
係
上
、
そ
の
経
済
的
地
位
は

著
し
く
高
ま
っ
た
。
特
に
堂
島
に
は
、元
禄
10（
1
6
9
7
）

年
米
市
が
移
転
し
て
き
た
後
、
米
会
所
も
設
け
ら
れ
る
が
、

そ
こ
で
の
米
相
場
の
情
報
把
握
は
、
諸
藩
や
そ
の
町
人
蔵

元
に
と
っ
て
も
経
済
的
死
命
に
か
か
わ
る
重
大
事
で
あ
っ

た
。
大
坂
近
傍
の
城
下
町
や
宿
駅
・
在
町
に
と
っ
て
も
、

こ
れ
は
無
視
で
き
ぬ
問
題
で
あ
り
、
例
え
ば
宿
駅
本
陣
の

宿
帳
な
ど
に
、
米
穀
そ
の
他
の
商
品
相
場
を
明
記
し
、
一

般
旅は

た

籠ご

屋
や
商
店
に
周
知
さ
せ
て
い
る
。

安
永
4
（
1
7
7
5
）
年
大
坂
町
奉
行
は
、
大
坂
三
郷

（
北
・
南
・
天
満
の
3
組
）
と
摂
津
・
河
内
の
郷
村
が
幟の

ぼ
り

を

立
て
て
種
々
の
合
図
を
し
、
米
相
場
を
他
所
へ
伝
え
る
の

を
禁
じ
た
が
、
後
に
は
商
人
の
相
模
屋
又
市
ら
に
堂
島
米

市
場
の
営
業
を
許
可
し
た
と
き
飛
脚
利
用
を
許
可
し
て
い

る
。
手
旗
信
号
は
、
例
え
ば
岡
山
藩
な
ど
の
場
合
、
堂
島

を
起
点
と
し
て
、
尼
崎
・
六
甲
山
・
碇
山
・
高
取
山
・
旗

振
山
・
国く

に

包か
ね

・
龍
野
・
赤
穂
・
熊
山
か
ら
岡
山
に
設
置
さ

れ
て
い
る
が
、
同
藩
で
は
藩
主
の
参
勤
交
代
の
際
は
、
烽

火
で
連
絡
し
た
。
赤あ

か

間ま
が

関せ
き

（
下
関
）
で
も
大
坂
米
市
場
へ

す
べ
て
を
廻
送
せ
ず
、
こ
こ
で
米
穀
等
の
集
散
、
取
引
を

お
こ
な
っ
た
の
で
、
大
坂
米
市
場
の
そ
れ
と
を
烽
火
で
伝

達
し
あ
っ
た
。
明
治
6
（
1
8
7
3
）
年
の
広
範
か
つ
激

し
い
筑
前
竹
槍
一
揆
も
、
そ
の
発
端
は
米
穀
商
人
の
烽
火

に
よ
る
米
相
場
操
作
に
対
す
る
疑
惑
、
誤
解
に
起
因
す
る

と
い
わ
れ
る
。

な
お
、
都
市
や
在
町
宿
駅
は
、
そ
の
大
小
に
か
か
わ
ら

ず
周
辺
地
域
（
助
町
・
助
郷
）
の
中
枢
で
あ
る
関
係
上
、

街
道
と
い
う
「
線
」
を
通
じ
て
流
入
す
る
全
国
各
地
の
政

治
・
社
会
な
ど
の
諸
情
報
や
文
化
・
思
想
な
ど
を
深
く
摂

取
し
、
ま
た
他
地
域
へ
逆
伝
播
さ
せ
る
「
面
」
の
拠
点
で

も
あ
る
。
こ
の
た
め
諸
情
報
の
、「
線
」
を
通
じ
た
各
地

点
ご
と
の
「
面
」
へ
の
広
範
な
浸
透
は
、
そ
の
逆
作
用
と

も
相
ま
ち
、
在
来
の
武
士
・
民
衆
間
に
み
る
広
義
の
諸
格

差
に
楔く

さ
び

を
打
ち
こ
み
、
そ
の
変
質
と
普
遍
化
を
も
た
ら
し
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注＊
１ 

公
用
旅
行
者
な
ど
の
貨
客
運
送
の
た
め
に
、
人
馬
勤
め
に
従
事
さ
せ
る
制
度

で
、
古
代
か
ら
近
世
を
通
じ
て
存
在
し
た
。

＊
２ 

近
世
都
市
内
の
街
道
伝
馬
町
の
貨
客
運
送
に
、
人
馬
を
補
助
的
に
提
供
す
る

隣
接
の
諸
町
。

＊
3 

近
世
の
街
道
宿
駅
の
貨
客
運
送
に
、
人
馬
を
補
助
的
に
提
供
す
る
郷
村
、
ま

た
は
そ
の
課
役
。

＊
4 

近
世
の
幕
府
領
や
旗
本
・
藩
領
の
境
界
警
備
の
た
め
、
旅
人
の
出
入
り
や
物

資
の
移
出
入
を
監
視
す
る
た
め
の
番
所
で
、
幕
府
の
関
所
格
に
至
ら
な
い
地

域
的
な
も
の
。

＊
5 

法
的
に
は
農
村
で
あ
り
な
が
ら
実
質
は
町
と
し
て
商
業
活
動
も
営
ん
で
い
た

集
落
を
在
町
と
い
い
、
宿
駅
業
務
も
果
た
し
た
。

＊
6 

近
世
の
城
主
格
で
な
い
１
～
２
万
石
の
小
大
名
や
交
替
寄
合
（
旗
本
）
の
屋

敷
を
中
心
に
発
達
し
た
小
都
市
。

＊
7 

江
戸
時
代
の
有
力
商
人
、
海
運
・
土
木
事
業
家
（
１
６
１
８
～
99
）。
地
方

の
米
を
江
戸
、
大
坂
へ
運
ぶ
東
廻
り
・
西
廻
り
両
海
運
の
刷
新
と
畿
内
治
水

の
二
大
事
業
の
功
労
者
。

＊
8 

上
方
～
江
戸
間
を
木
綿
・
油
・
酒
・
紙
な
ど
日
常
必
要
物
資
を
輸
送
す
る
廻

船
。
船
側
垣
立
（
か
き
だ
つ
）
部
分
の
筋
を
菱
形
の
格
子
に
組
ん
だ
こ
と
か

ら
、
そ
の
名
が
付
い
た
。

＊
9 

菱
垣
廻
船
の
渡
航
危
険
を
避
け
る
た
め
に
結
成
さ
れ
た
江
戸
有
力
問
屋
の
組

織
。

＊
10 

菱
垣
廻
船
で
大
坂
か
ら
江
戸
へ
積
み
送
る
商
品
の
買
次
に
あ
た
っ
た
大
坂
側

の
江
戸
積
み
問
屋
仲
間
。

＊
11 

朱
印
を
押
し
た
公
的
文
書
。
中
世
に
は
戦
国
大
名
が
花
押
（
書
判
）
代
わ
り

に
捺
印
し
た
も
の
、
近
世
で
は
将
軍
専
用
の
重
要
文
書
を
指
す
。

＊
12 

近
世
の
長
崎
に
お
け
る
中
国
語
の
通
訳
官
。
長
崎
奉
行
所
と
中
国
人
と
の
間

の
外
交
・
通
商
事
務
を
担
当
。

＊
13 

近
世
の
九
州
・
中
国
の
諸
藩
が
、
そ
の
家
臣
を
長
崎
に
派
遣
し
た
情
報
収
集

役
。

＊
14 

近
世
の
内
陸
部
の
幕
府
関
所
や
幕
府
領
・
藩
領
境
の
口
留
番
所
に
付
属
し
た

見
張
番
所
、
日
本
列
島
海
辺
で
異
国
船
来
航
な
ど
を
監
視
す
る
見
張
番
所
を

指
す
。

＊
15 

港
な
ど
の
後
背
地
で
、
そ
の
経
済
活
動
を
支
え
る
地
域
、
内
陸
地
。

な
が
ら
、
新
し
い
次
元
の
世
界
（
明
治
維
新
）
を
う
み
出

す
契
機
と
も
な
っ
た
。
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